
Ｊ
Ｐ
Ａ
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
開
催

9
月
4
〜
5
日

県
文
・
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

Ｊ
Ｐ
Ａ
（
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協

議
会
）
加
盟
の
近
畿
各
府
県
難
病
連
が

持
ち
回
り
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会

を
開
催
し
て
い
て
、
今
回
、
和
歌
山
県

で
は
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
と
は
言
え
、
猛
暑
の
中
、
近
畿

各
地
か
ら
約
100
名
が
参
加
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

（
参
加
者
）
奈
良
県
2
名
、

大
阪
府
14
名
、
兵
庫
県
7
名
、

京
都
府
9
名
、
滋
賀
県
8
名
、
東
京
1
名
、
和
歌
山
県
38
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
18
名

開
式
：

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
き
ほ
く
会
員
で
岩

出
市
代
表
者
の
岡
崎
眞
佐
美
さ
ん
が
所
属

す
る
「
日
本
精
武
会
」
の
会
員
八
名
に
よ

る
太
極
拳
演
舞
「
功
夫
扇
（
カ
ン
フ
ー
セ

ン
）
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
座
っ

た
ま
ま
で
上
半
身
を
動
か
す
「
八
式
太
極

拳
」
を
参
加
者
全
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

い
た
だ
き
、
「
開
式
前
に
不
思
議
な
安
ら

ぎ
と
癒
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
の
参
加
者
の
声
も
あ
り
、

和
歌
山
県
な
ら
で
は
の
開
式
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
が
す
ぐ
れ

ず
、
当
初
参
加
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
岡
崎
さ
ん
も
「
き
ょ
う

演
舞
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
：

東
本
喜
佐
子
会
長
か
ら｢

暑
い
中
、
和
歌

山
県
へ
よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
。

至
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
せ
っ
か
く
和
歌
山
へ
来
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
か
ら
、
二
日
間
の
交
流
を
通
し

て
、
ぜ
ひ
何
か
一
つ
お
土
産
を
持
っ
て
帰
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。｣
と
歓
迎
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

来
賓
：

岸
本
周
平
衆
議
院
議
員

玉
置
公
良
衆
議
院
議
員

田
又
宏
昭
和
歌
山
県
難
病
感
染
対
策
課
長

永
井
尚
子
和
歌
山
市
健
康
推
進
部
長

議
員
秘
書
二
名
（
世
耕
氏
、
二
階
氏
）

講
演
：

J
P
A

（
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
）

事
務
局
長

水
谷
幸
司
氏

演
題

「
難
病
を
も
つ
人
の
医
療
と
福
祉
」

〜
制
度
の
谷
間
を
な
く
す
た
め
に
〜

（
概
要
）

難
病
対
策
は
公
費
助
成
に
よ
る
医

療
費
負
担
か
ら
の
救
済
と
、
患
者
の
受
診
促
進
が
出
発
点
で
、

現
在
は
、
①
調
査
研
究
の
推
進
、
②
医
療
施
設
の
整
備
、
③
医

療
費
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
④
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
福
祉

の
充
実･

連
携
、
⑤Q

OL

の
向
上
を
目
指
し
た
福
祉
施
策
の
推
進
、

の
５
本
柱
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
障
害
者
施
策
は
、
50
年
に
身
体
障
害
者
福
祉
法
が

施
行
さ
れ
「
障
害
」
の
範
囲
は
、･

視
力
・
聴
力
・
音
声
言
語
・

肢
体
不
自
由
・
中
枢
神
経
機
能
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
67
年
に
は･

心
臓
・
呼
吸
器
、
72
年
に
は
・
腎
機
能
、

84
年
に
は
・
膀
胱
又
は
直
腸
・
そ
し
ゃ
く
機
能
、
86
年
に
は･

小
腸
、
98
年
に
は
・H

I
V

、
今
年
に
は
・
重
症
肝
機
能
障
害
が

障
害
の
範
囲
に
加
え
ら
れ
、
年
々
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し

H
I
V

・
重
症
肝
機
能
障
害
に
つ
い
て
は
薬
害
訴
訟
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
正
確
に
は
25
年
前
か
ら
拡
大
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（
年
号
の
数
字
は
西
暦
）

で
は
難
病
を
も
つ
人
の｢

障
害｣

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

内
部
障
害
に
つ
い
て
は
臓
器
ご
と
に
一
部
の
慢
性
疾
患
患
者

を
対
象
に
拡
大
し
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
疾
患
を
も
つ
人
は
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那賀地方

患者家族会

きほく

JPA（日本難病・疾病団体協議会）

日本患者・家族団体協議会（略称JPC）、

全国難病団体連絡協議会（略称：全難連）

など、52団体、構成員31 万人が参加し、

2005 年5 月30 日に統一組織として結成

されました。「人間の尊厳、生命の尊厳

が何よりも大切にされる社会」（結成宣

言）の実現を願っています。難病、長期

慢性疾患、小児慢性疾患などの患者団体

の連合体組織の運動を通じて、医療・福

祉・介護・教育・就労・リハビリ・移動

等に関する総合対策の確立をめざして運

動しています。現在63 団体（37県難連・

24疾病全国組織･2準加盟）、29万5626 名

が加盟しています。



「
障
害
」
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
谷
間
の
患
者
た
ち
を

多
く
の
難
病
を
も
つ
人
た
ち
が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
障
害
の
範
囲
は
、
①
障
害
が
固
定
し
て
い
る
こ
と
、

②
障
害
が
永
続
す
る
こ
と
、
③
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
が
あ

る
こ
と
、
の
３
要
件
が
あ
り
、
服
薬
等
に
よ
っ
て
病
態
が
好
転

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
難
病
を
も
つ
人
は
障
害
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

健
康
で
生
き
る
こ
と
は
み
ん
な
の
願

い
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
２
５
条
で
生

存
権
や
健
康
権
の
思
想
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
生
存
権
を
明
確
に
し
た
昭
和

35
年
の
朝
日
訴
訟
東
京
地
裁
判
決
文
に

は
、
「
『
健
康
で
文
化
的
な･

･
･

』
と

は
決
し
て
単
な
る
修
飾
で
は
な
く
、
そ

の
概
念
に
ふ
さ
わ
し
い
内
実
を
有
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
さ
ら
に

「
国
民
が
単
に
辛
う
じ
て
生
物
と
し
て
の
生
存
を
維
持
で
き
る

と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
必
ず
や
国
民
に

『
人
間
に
値
す
る
生
存
』
あ
る
い
は
『
人
間
と
し
て
の
生
活
』

と
言
い
う
る
も
の
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
。
し
か
も
こ
の
こ
と

は
「
そ
の
時
々
の
国
の
予
算
の
配
分
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
国
で
は
、
内
閣
府
の
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総

合
福
祉
部
会
に
お
い
て
、
難
病
を
含
め
た｢

障
害
者
総
合
福
祉

法
」
へ
の
新
制
度
に
つ
い
て
議
論
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。J

P
A

（
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
）
と
し
て
も
具
体
的
な
提
言

を
行
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
の
患
者
運
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

日
本
の
障
害
概
念
を
大
き
く
変
え
て
き
た
こ
と
に
確
信
を
持
っ

て
、
患
者
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
先

に
こ
そ
新
し
い
難
病･

慢
性
疾
患
対
策
が
見
え
て
く
る
。

（
事
務
局
要
約
）

交
流
会
：
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

午
前
中
出
席
で
き
な
か
っ
た
石
田
真
敏
衆
議
院
議
員
と
鶴
補

庸
介
参
議
院
議
員
が
来
賓
と
し
て
参
加
。
挨
拶
後
す
ぐ
に
退
席

さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
参
加
者
が
各
府
県
ご

と
に
舞
台
に
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
思
い
の
歌
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
、
府
県
を
越
え
て
交
流
し
ま
し

た
。滋

賀
県
か
ら
参
加
し
た
男
性
は

「
今
ま
で
で
一
番
料
理
が
美
味
し
い
」

と
う
れ
し
い
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の

国
の
宿
泊
や
交
流
会
の
手
配
を
き
ほ

く
会
長
の
神
森
和
子
さ
ん
に
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
参
加
者
に
は
大
変
好
評

で
し
た
。

分
科
会
：

第
１
分
科
会
「
今
後
の
医
療
制
度
と
難

病
対
策
」

第
２
分
科
会
「
患
者･

障
害
者
の
社
会

福
祉
制
度
」

第
３
分
科
会
「
患
者
会
組
織
、
財
政
と

後
継
者
」

分
科
会
で
は
規
定
の
２
時
間
３
０
分
を

越
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
熱
心
に
討
議
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
分
科
会
報
告
は
あ
ら
た

め
て
資
料
集
と
し
て
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
。

次
期
開
催
県
：
奈
良
県

今
ま
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
奈
良
県
が
次
期
開
催
県
に

決
定
し
ま
し
た
。

き
ほ
く
ブ
ー
ス
：

受
付
ス
ペ
ー
ス
で
は
き
ほ
く
ブ
ー
ス
を
置

き
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
絵
本
と
絵
は
が
き
を
販

売
し
ま
し
た
。
絵
本
４
冊
、
絵
は
が
き
９
セ
ッ

ト
が
売
れ
ま
し
た
。

き
ほ
く
会
員
の
参
加
者
は
６
名
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
１
名
で
し
た
。

那賀地方患者家族会 きほく通信【公式HP】http://www2s.biglobe.ne.jp/~wananren

行事予定ご案内

１．ＪＰＣ全国一斉国会請願街頭署名活動

日時：10月2日（土）15 ～ 16 時

集合：14時30分

場所：ＪＲ和歌山駅（中央口側）

２．対県要望会

日時：10月4日（月）13 時 30分～

場所：和歌山県自治会館（県文の南側）

３．人権フェスタ

日時：11月13日（土）10:00～17:00

14日（日）10:00～16:00

■
岩
出
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
■

平
成
22
年
度
難
病
患
者
医
療
相
談
事
業

日
時
：
平
成
22
年
10
月
27
日
（
水
）
午
後
2
時
〜
4
時

対
象
：
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
多
系
統
萎
縮
症
の
患
者･

家
族

内
容
：
講
演
「
脊
髄
小
脳
変
性
症
と
多
系
統
萎
縮
症
の
療
養

上
の
留
意
点
」

講
師

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
神
経
内
科

村
田
顕
也

先
生

（
連
絡
申
込
先
）
（
６
１
）
０
０
４
７


